
家畜衛生情報 H22.12.22

高病原性鳥インフルエンザ
国内各地の野鳥等で発生確認
韓国では弱毒タイプが続発

みなさんの農場へウイルスを侵入させないため、
たいせつな家きんの命をまもるため、
特に次のことを守ってください。

野生動物等の鶏舎への侵入防止、農場出入口での消毒の徹底、
消石灰などによる畜舎周辺の消毒など、日頃から、飼養衛生管
理の徹底と異常発見時の早期通報をお願いします。

特に野生の動物などとたいせつな家きんの接触を防ぐため、

★防鳥ネ トの整備などにより野鳥の侵入を防止する

【次ページの発生状況をご参照ください】
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★防鳥ネットの整備などにより野鳥の侵入を防止する

★防鳥ネットに破れがないかなど野鳥などの侵入防止対策を、
点検する

★鶏舎周囲に穀類等のエサや生ゴミ等の野生動物を誘因する
ものを置かず、清潔に保つ など

★病気を広げないためには早期発見がとても大切です。

毎日、必ず家きんを観察して、おかしい時には、すぐに獣医師や
家畜保健衛生所に連絡してください。



日本及び韓国における高病原性鳥インフルエンザの発生状況
《H22年10月～12月》

扶余（プヨ）：１２月

瑞山（ｿｻﾝ）： １２月

富山県高岡市：コブハクチョウ（動物園）
１２月 Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

北海道稚内市：カモの糞（野生）
１０月 Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

H22.12.22現在

礼山（ｲｪｻﾝ）： １０月

益山（ｲｸｻﾝ）：１２月

島根県安来市：鶏（農場）
１１月 Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

鳥取県米子市：コハクチョウ（野生）
１２月Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

鹿児島県出水市：ナベヅル(野生）
１２月 Ｈ５Ｎ１亜型（強毒性）

長城（ﾁｬﾝｿﾝ）：１０月


